
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

みんなのがっこう

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今今月の主な内容（Contents）

１

町長年頭のごあいさつ

第 2次香美町総合計画を策定しました！

人権啓発作品表彰式・人権講演会を開催

役場各課などからのお知らせ　　ほか

130
平成 28 年（2016）

2

4

14
16

－ みんなで手作りのしめ縄！ －
しめ縄作りもちつき大会

　昨年 12 月 13 日、香住文化会館でしめ縄作りもち

つき大会（香住地区公民館主催）が行われました。

　子どもたちはしめ縄の意味を聞いた後、地域の人

に教えてもらいながらしめ縄を作りました。慣れな

い作業に子どもたちは悪戦苦闘していました。
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あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
25
年
に
町
長
に
就
任
し
て

以
来
、
任
期
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
示
し
い
た

し
ま
し
た
７
つ
の
重
点
施
策
で
あ
る
「
産

業
の
振
興
」「
町
内
の
活
性
化
」「
新
分
野

へ
の
取
り
組
み
」「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」「
防

災
の
強
化
」「
交
通
の
確
保
」「
教
育
の
充
実
」

の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
す
。

　

昨
年
は
香
美
町
が
誕
生
し
て
10
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
10
月
に
は
合
併

10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
お
祝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
「
第
２
次
香
美
町
総
合
計
画
」

と
「
香
美
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

を
12
月
議
会
の
議
決
を
受
け
策
定
に
至
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
沿
っ
た
「
香

美
町
総
合
戦
略
」
と
「
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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浜上 勇人香美町長

　

第
２
次
香
美
町
総
合
計
画
で
は
町
民
憲

章
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
ま
ち
の
将
来
像

を
「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ

ま
ち
」
と
定
め
、
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
た
め
の
道
し
る

べ
と
し
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
10
月
に
行
い
ま
し
た
国
勢
調
査

で
は
大
幅
な
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
４
つ
の
計
画
が
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
し
て
町
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

合
併
直
後
に
新
し
い
財
政
指
標
が
示
さ

れ
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
お

掛
け
し
ま
し
た
が
、
財
政
数
値
も
順
調
に

回
復
に
向
け
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
対
応
す

べ
く
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

福
祉
施
策
の
充
実
、
災
害
対
策
な
ど
の
課

題
に
対
し
て
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち

〜
美
し
い
山
・
川
・
海 

人
が
躍
動
す
る 

交
流
と
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

第
2
次
香
美
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度

を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
２
次
香
美
町
総
合

計
画 

基
本
構
想
」
と
平
成
32
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
た
同
計
画
の
「
前
期
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
町
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
地

方
経
済
の
長
期
低
迷
な
ど
、
大
き
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、

長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
町
政
を
運
営
し
て

い
く
た
め
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
１

次
香
美
町
総
合
計
画
の
計
画
期
間
の
終
了
に

伴
い
、
今
回
、
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

同
計
画
で
は
、
本
町
に
住
む
あ
ら
ゆ
る

人
々
の
力
を
結
集
し
、
本
町
の
魅
力
を
最
大

限
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
将
来
像
を
「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未

来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
香
美
町
総
合
計

画
審
議
会
（
中
村
曉
会
長
、
22
人
）
に
諮
問

し
、
平
成
26
年
11
月
を
初
回
に
慎
重
な
審
議
、

検
討
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
11
月
25
日

に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
香
美
町

議
会
12
月
定
例
会
で
の
議
決
を
経
て
、
策
定

に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

基本構想

香美町総合計画

基本計画
香美町総合戦略

人口ビジョン

総
合
計
画
の
体
系
と
期
間

こ
れ
ま
で
の
主
な
策
定
経
過

基
本
構
想

基
本
計
画

平成 28年度 平成 32年度 平成 37年度

前期計画 後期計画

平
成
27
年
12
月

平
成
27
年
11
月

平
成
27
年
10
月

平
成
27
年
10
月

平
成
26
年
11
月

平
成
26
年
11
月

平
成
26
年
５
月

香
美
町
議
会
に
上
程
・
可
決

香
美
町
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

３
区
地
域
協
議
会
で
の
意
見
募
集

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

香
美
町
総
合
計
画
審
議
会
へ
諮
問

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
の
開
催
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち

③ みんなが安心して暮らせる健

康長寿のまち

　高齢化が進行するなか、お互いを敬う

気持ちを大切にし、互いの支え合うこと

で、誰もがいきいきと安心して暮らすこ

とができるまちをつくります。

主な施策

・健康づくりの推進

・医療環境の充実

・地域福祉の推進

・高齢者福祉の充実

・障害者福祉の充実

・防犯、交通安全の推進

・安全安心な消費生活の推進

　少子化が進行するなか若年層の減少が

危惧されます。子育て環境を整え、ふるさ

と教育を進め、他に誇ることができる独

自の教育と文化の香るまちをつくります。

主な施策

・子育て支援の推進

・学校教育の充実

・次代を担う青少年の育成

・生涯学習の推進

・スポーツの推進

・芸術文化活動の推進

・文化財の保護活用

⑤地域の豊かな資源の生かすまち

　身近な環境を守り育むことで、素晴ら

しい環境を次代に引き継ぐだけでなく、

自らも快適に生活できるまちをつくりま

す。

主な施策

・自然景観の保全

・まちの景観の保全、形成

・循環型社会の構築

・低炭素社会への対応

・移住定住対策の推進

・適正な土地利用の推進

④みんなで創る魅力あるまち

　防災、防犯、治安維持など自治レベル

での対応が重みを増すなか、誰もがいき

いきと安心して暮らすことができるまち

をつくります。

主な施策

・治山治水対策の推進

・消防防災の推進

・道路網の整備

・公共交通サービスの充実

・生活環境の整備

・上下水道環境の整備

②若者がいきいきと働くまち

　若者の町外への流出が続くなか、観光

振興を起点とした農林水産業や観光商工

業との強化により、若者が定住できるま

ちをつくります。

主な施策

・農業、林業の振興

・但馬牛ブランドの確立

・漁業、水産加工業の振興

・6次産業化の推進

・商工業、観光業の振興

・雇用対策の推進

① ふるさとを担う子どもを育む

まち

（
ま
ち
の
将
来
像
）

※ 

①
〜
⑤
は
「
ま
ち
の
将
来
像
」

の
実
現
に
向
け
た
分
野
別
基
本

方
針
で
す
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
12
月
に
基
本

的
人
権
の
確
保
の
た
め
に
採
択
さ
れ
た

「
世
界
人
権
宣
言
」。
こ
れ
を
記
念
し
て
翌

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
人
権
週
間
」
も
昨
年

12
月
で
67
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で
も

人
権
の
尊
さ
を
再
認
識
し
よ
う
と
、
昨
年

12
月
６
日
に
香
住
区
中
央
公
民
館
で
人
権

講
演
会
（
町
、
町
教
育
委
員
会
、
町
人
権

教
育
研
究
協
議
会
が
共
催
）
を
開
催
。
多

く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
人
権
に
つ
い
て

の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
人
権
啓
発
作

品
表
彰
式
で
は
、
昨
年
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
の
入
選
作
品
の
代
表
者
に
表
彰

状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
第
35
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
の

入
賞
者
に
対
す
る
表
彰
状
の
伝
達
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作

品
集
」
に
ま
と
め
、
全
世
帯
や
関
係
機
関
な

ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

【
作
文
の
部
】

 
第
35
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵

庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

 
人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
・
人
権
講
演
会
を
開
催

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
人
権
推
進
室

▲表彰状を授与される受賞者の皆さん

荒
川
舜

し
ゅ
ん

（
香
住
小
２
年
）、
亀
村
未み

ほ歩

（
奥
佐
津
小
６
年
）、
茨
柚ゆ

づ

き月
（
佐
津
小
６

年
）、
北
村
優ゆ

い衣
（
柴
山
小
１
年
）、
小
谷

美み

さ

き

佐
希
（
長
井
小
５
年
）、北
村
快か

い

と斗
（
余

部
小
５
年
）、
青
木
美み

く空
（
村
岡
小
３
年
）、

西
谷
悠ゆ

う

き希
（
兎
塚
小
３
年
）、森
智ち

さ

き咲
（
射

添
小
１
年
）、
中
村
心み

ゆ優
（
小
代
小
１
年
）、

北
村
葵

あ
お
い

（
香
住
一
中
３
年
）、
藤
川
妃ひ

な奈

（
香
住
二
中
３
年
）、
宅
見
涼す

ず

か花
（
村
岡
中

３
年
）、
小
林
笑え

み

か果
（
小
代
中
３
年
）

佐
藤
希の

ぞ

み美
（
香
住
小
６
年
）、
柴
山

希き

わ

こ

和
子
（
柴
山
小
６
年
）、山
田
竜り

ゅ

う

き己
（
長

井
小
６
年
）、
川
崎
未み

ひ

ろ紘
（
小
代
小
６
年
）、

川
元
鈴れ

い

じ士
（
香
住
一
中
３
年
）、
谷
垣

星せ

い

な奈（
香
住
二
中
２
年
）、西
岡
加か

な

こ

奈
子（
村

岡
中
３
年
）、
上
田
侑ゆ

う

な奈
（
小
代
中
２
年
）

優
秀
賞
▼
尾
崎
ひ
な
子
（
村
岡
中
３
年
）、

金
賞
▼
杉
山
和わ

か

な奏
（
香
住
一
中
３
年
）、

藤
澤
美み

づ

き月
（
小
代
中
２
年
）、
銅
賞
▼
裏

戸
槙ま

き

こ子
（
香
住
二
中
３
年
）

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式

西
尾
緩か

ん

な那
（
香
住
小
２
年
）、
笠
井
蓮れ

お温

（
奥
佐
津
小
５
年
）、
藤
澤
瑠る

り璃
（
佐
津
小

３
年
）、
小
林
泰た

い

せ

い世
（
柴
山
小
５
年
）、
守

本
小こ

な

み波
（
長
井
小
３
年
）、中
村
千ち

ひ

ろ尋
（
余

部
小
６
年
）、
坂
中
心

こ
こ
ろ

（
村
岡
小
5
年
）、

小
谷
朱し

ゅ

も

ん門（
兎
塚
小
６
年
）、北
村
碧か

い

り吏（
射

添
小
４
年
）、
瀧
川
こ
な
み
（
小
代
小
２

年
）、
奥
西
辰た

つ

は

る覇
（
香
住
一
中
３
年
）、
岡

田
明あ

か

り梨（
香
住
二
中
３
年
）、吉
村
純す

み

か香（
村

岡
中
１
年
）、
上
田
遥は

る

な菜
（
小
代
中
１
年
）、

瓜
ヶ
平
鮎あ

ゆ

み未
（
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か

た
校
中
学
部
２
年
）、
中
村
友
（
香
住
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
森
井
陽
子
（
村
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、

田
野
雅
子
（
兎
塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
阪
本
順

子
（
射
添
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
亀
村
淳
子
（
香

住
二
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
南
垣
純
子
（
村
岡
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
村
尾
有
香
（
小
代
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、

今
井
鈴
代
（
小
代
区
秋
岡
）

へ
こ
た
れ
へ
ん

〜
人
は
き
っ
と
つ
な
が
れ
る
〜

み
え
人
権
教
育
・
啓
発
研
究
会

　
　

代
表　

松
村
智さ

と
ひ
ろ広 

さ
ん

人
権
講
演
会

　

松
村
さ
ん
は
三
重
県
伊
賀
市
に
生
ま

れ
、
大
学
卒
業
後
、
中
学
校
の
英
語
教

員
に
着
任
、
そ
の
後
、
三
重
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
、
財
団
法
人
反
差
別
・
人

権
研
究
所
み
え
な
ど
に
勤
め
、
現
在
は

勤
務
の
傍
ら
「
み
え
人
権
教
育
・
啓
発

研
究
会
」
の
代
表
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
自
ら
の
体
験
談
を
時

に
は
真
面
目
に
、
時
に
は
お
も
し
ろ
く

語
り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

松
村
さ
ん
は
「
言
葉
は
非
常
に
大
切

も
の
。
木
は
光
を
浴
び
て
育
つ
。
人
は

言
葉
を
浴
び
て
育
つ
も
の
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
暖
か
い
言
葉
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
」
と
会
場
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。▲軽快な口調で語られる松村さん
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平成 28・29 年度
入札参加者資格申請を受け付けます

香美町および北但行政事務組合

●問い合わせ先　町に申請する場合…役場総務課

　　　　　　　　北但行政事務組合に申請する場合…北但行政事務組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 0796・24・5504

　町および北但行政事務組合

では、今年 3 月 31 日に登録

期間が満了となる「入札参加

資格」の登録申請を受け付け

ます。

　なお、これまでに登録の

あった業者でも、今回、あら

ためて申請する必要がありま

す。お間違えのないようにご

注意ください。

香美町 北但行政事務組合

対
象
業
種

①建設工事

②測量・建設コンサルタント業務など

③物品製造、物品販売、役務の提供

①建設工事

②測量・建設コンサルタント業務など

③物品製造、物品販売、役務の提供

有
効
期
間

平成 28、29 年度

　（平成 28年 4月 1日～平成 30年 3月 31 日）

平成 28、29 年度

　（平成 28年 4月 1日～平成 30年 3月 31 日）

受
付
期
間

　2月 1日（月）から 2月 29日（月）までの土、日、

祝日を除く 8:30 ～ 17:00

※郵送の場合は 2月 29 日（月）消印有効
※ 平成 29 年度のみの追加受け付けは平成 29 年 2 月ごろに行う
予定です。

※ ③は 4月以降も随時受け付けます。

　2月 10日（水）から 3月 10日（木）までの土、日、

祝日を除く 8:30 ～ 17:15（ただし、正午～ 13:00 を

除く）

※郵送の場合は 3月 10 日（木）必着

申
請
書
様
式

①、②… 町様式または国土交通省地方整備局等様式

③…町様式または全省庁統一様式

※ 町様式および提出要領は、役場総務課で配布（町 HP からも
ダウンロード可）。

①、②… 組合様式または中央公共工事契約制度運用

連絡協議会（中央公契連）統一様式

③…組合様式または全省庁統一様式

※ 組合様式および提出要領は同組合事務所で配布（同組合 HP
（http://www.hokutan.jp/）からもダウンロード可）。

提
出
方
法

　上記様式および提出要領に基づき作成し、添付書

類とともに背表紙に商号または名称を明記したＡ 4

ファイルにとじて提出してください。

※ 添付書類は提出要領で確認してください（町 HPにも掲載）。
※ 町内業者で③を申請する場合、添付書類が一部省略できます。

　上記様式および提出要領に基づき作成し、添付書

類とともに背表紙に商号または名称を明記したＡ 4

ファイルにとじて提出してください。

※ 添付書類は提出要領で確認してください。

提
出
先

■町内の本店・支店など

　　役場総務課に持参してください。

■町外の業者

　 　役場総務課に持参するか、役場総務課宛てに郵

送してください。

※ 上記いずれも各地域局では受け付けません。

同組合事務所に持参するか、郵送してください。

　〒 668-0033

　豊岡市中央町 2-4（豊岡市役所 4階）

　北但行政事務組合 総務課

※ 混雑が予想されますので、できるだけ郵送で提出してください。

登
録
内
容
の
公
表

　規定により、名簿に登録された業者はその業者名

や経営事項審査結果の数値を公表します。

　規定により、名簿に登録された業者はその業者名

や経営事項審査結果の数値を公表します。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

お
知
ら
せ
（
通
知
カ
ー
ド
）」
は
届
き
ま
し

た
か
。

　

配
達
時
に
た
ま
た
ま
不
在
だ
っ
た
り
、
長

期
間
留
守
に
し
て
い
た
人
で
、
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
人
は
、
役
場
町
民
課
ま
た
は

各
地
域
局
で
至
急
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

配
達
時
に
不
在
で
受
け
取
り
が
で
き
て
い

な
い
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
」
に
つ

い
て
は
、
郵
便
局
か
ら
町
に
返
戻
さ
れ
、
現

在
は
町
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
保
管
期
間
は

３
ヵ
月
間
で
す
。

　

保
管
期
間
中
に
受
け
取
り
に
来
ら
れ
た
場

合
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
が
、
期
間
が
過
ぎ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
の
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

平
成
28
年
度

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
保
護
者
な
ど

が
仕
事
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
お

預
か
り
し
、
遊
び
や
自
習
な
ど
を
通
し
て
、

安
心
で
楽
し
い
時
間
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

募
集
ク
ラ
ブ

　

①
香
住
小
学
校
前
「
ス
マ
イ
ル
か
す
み
」

　

② 

柴
山
地
区
公
民
館
内
「
ス
マ
イ
ル
し
ば

や
ま(

仮
称)

」

　
　

※
新
た
に
新
設
予
定

　

③
長
井
地
区
公
民
館
内
「
ス
マ
イ
ル
な
が
い
」

　

④
村
岡
小
学
校
内
「
ふ
れ
あ
い
む
ら
お
か
」

　

⑤
兎
塚
小
学
校
内
「
ふ
れ
あ
い
う
づ
か
」

　

⑥
射
添
小
学
校
内
「
ふ
れ
あ
い
い
そ
う
」

　

⑦
小
代
地
区
公
民
館
内
「
か
が
や
き
お
じ
ろ
」

　

対
象
児
童

　

昼
間
、
家
庭
に
保
護
者
な
ど
が
い
な
い
小

学
校
児
童（
障
害
児
童
は
中
学
３
年
生
ま
で
）

募
集
人
数

　

①
…
約
50
人

　

④
⑤
…
約
30
人

　

②
③
⑥
⑦
…
約
10
人

開
設
日

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
、

お
盆
は
除
く
）

開
設
時
間

　

小
学
校
の
終
業
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
土
曜
日
お
よ
び
夏
・
冬
・
春
休
み
は
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
）

利
用
料

　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
７
千
円
（
予
定
）

　

※
お
や
つ
代
、
保
険
料
な
ど
は
別
途
必
要

申
込
方
法

　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課
ま
た
は
香

住
区
中
央
公
民
館
、
小
代
地
区
公
民
館
に
あ

る
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

１
月
20
日
（
水
）

　

※ 

期
限
後
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

が
、
入
所
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
や

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

受
け
取
り
の
際
に
は
次
の
も
の
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・「
通
知
カ
ー
ド
受
取
の
お
願
い
」
の
ハ
ガ
キ

　

同
一
世
帯
の
人
以
外
の
人
が
受
け
取
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
住
民
票
の
住
所
以
外
へ
の
送
付
を
希

望
す
る
人
は
「
居
所
情
報
登
録
の
申
請
」
が

必
要
で
す
の
で
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ このようなハガキが届いている人は至急
連絡ください

て
か
ら
受
け
取
り
に
来
ら
れ
た
場
合
は
「
再

交
付
」
と
な
り
、
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
早
め
に
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

再
交
付
の
場
合
は
手
数
料
が
必
要

に
な
り
ま
す
！
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

町
民
歌
に
合
わ
せ
て

「
か
み
か
み
体
操
」
で
お
口
の
健
康
を
高
め
よ
う
！

鼻から吸う 口から吐く

香りたつ山並みよ

また川よ

①

⑦
口を大きく開く 舌を出す

夕映えも漁火も

まちの灯も

⑥
鼻から吸う 口から吐く

～間奏～

⑪
鼻から吸う 口から吐く

～間奏～

②
ゆっくり後ろを振り返る

美しい日本海ここにあり

③

みんなで築き和みあう

いい笑顔　いい仲間

ゆっくり首を左右に倒す

⑨

矢田川　今日も　水清く

いい季節　いい景色

舌を右に、左に

④

いいねいいねが

合言葉

「あ～」次に「ん～」と声を出す

⑤
「う～」次に「い～」と声を出す

はつらつ香美町

私の町です

⑧

絵葉書のようだねと

旅の人

舌を上に、下に

⑩

いいねいいねが合言葉

ほのぼの香美町　私の町です

ほほを膨らます
⑫
最後にせき払いをする

タ
イ
ミ
ン
グ
は
食
べ
る
前
！

お
口
の
健
康
ア
ッ
プ
！

　

お
口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

食
べ
る
力
、
飲
み
込
む
力
の
維
持
や
向
上
、

ま
た
、
発
音
や
唾
液
の
分
泌
が
良
く
な
り
ま

す
。
唾
液
が
出
る
と
、
口
の
中
の
も
の
を
飲

み
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
顔
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
表
情

も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
顔
の
体
操
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
町
民
歌
に

合
わ
せ
て「
か
み
か
み
体
操
」を
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
か
み
か
み
体
操
」
を
す
る
一
番
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
は
ご
飯
な
ど
を
食
べ
る
前
で
す
。

「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
」「
お
風
呂
に
入
り
な

が
ら
」
な
ど
「
な
が
ら
体
操
」
で
十
分
で
す
。

　

大
切
な
の
は
毎
日
続
け
る
こ
と
で
す
。
無

理
を
せ
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

災
害
に
備
え
よ
う
！

災
害
に
備
え
よ
う
！

〜
多
機
能
グ
ッ
ズ
の
勧
め
〜

〜
多
機
能
グ
ッ
ズ
の
勧
め
〜

　

皆
さ
ん
は
災
害
に
備
え
て
非
常
持
出
品
を

準
備
し
て
い
ま
す
か
。
昨
年
６
月
に
各
世
帯

に
配
布
し
た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
詳
し
い

内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
す
で
に
そ

ろ
え
た
」
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
一
方
で
「
ま
ず
何
か
ら
用
意

す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
今
回
は
す
ぐ
に
準
備
が
で
き
て
、

か
つ
災
害
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
え
る

多
機
能
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。
多
機
能

グ
ッ
ズ
と
し
て
勧
め
る
も
の
に
は「
新
聞
紙
」

「
ポ
リ
袋
」「
大
判
ハ
ン
カ
チ
」
の
３
点
が
あ

り
ま
す
。
備
え
が
で
き
て
な
い
人
は
、
特
別

な
も
の
で
は
な
い
身
近
な
も
の
か
ら
備
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

①
新
聞
紙

②
ポ
リ
袋

③
大
判
ハ
ン
カ
チ

・ 

骨
折
し
た
際
に
は
折
り
た
た
ん
で
使
え
ば

応
急
手
当
の
添
え
木
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

・ 

大
量
に
食
器
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
は
紙

食
器
の
材
料
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

・ 

よ
く
も
み
ほ
ぐ
し
て
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
し

て
空
気
の
層
を
作
り
、
服
の
下
に
入
れ
れ

ば
寒
い
時
期
の
保
温
材
に
も
な
り
ま
す
。

・ 

止
血
の
応
急
手
当
を
す
る
際
に
は
、
直
接
、

血
に
触
れ
な
い
よ
う
手
の
保
護
に
使
っ
た

り
、
断
水
し
た
際
に
は
食
器
に
か
ぶ
せ
た

り
、
袋
の
中
で
調
理
し
た
り
で
き
ま
す
。

・ 

少
し
大
き
め
の
も
の
で
あ
れ
ば
バ
ケ
ツ
や

段
ボ
ー
ル
箱
に
か
ぶ
せ
て
水
を
入
れ
る
容

器
を
作
っ
た
り
、
雨
を
し
の
ぐ
ポ
ン
チ
ョ

を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

敷
物
に
し
た
り
、
埃
が
舞
う
中
で
マ
ス
ク

代
わ
り
に
な
っ
た
り
応
急
手
当
の
包
帯
代

わ
り
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
北
但
ご
み
処
理
施
設

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」
で
の
ご
み
処
理

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
事
業
系
廃
棄
物
の
処
理
方

法
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
系
廃
棄
物
の
処
理
方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
に
つ
い
て
！

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
は
３
月
末
ま

で
で
す
！

産
業
廃
棄
物
は
原
則
処
理
で
き
ま

せ
ん
！

　

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
で
の
ご
み
の
受
け
入

れ
は
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。
３
月
末
の

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
持
ち
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
で
一
部
受

け
入
れ
を
し
て
い
た
事
業
系
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
（
事
業
活
動
か
ら
発
生
す
る
ビ

ニ
ー
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
食
品
ト
レ
イ
、

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
）
な
ど
は
、
産
業
廃
棄
物
に
該

当
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
は

受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

事
業
者
の
責
任
で
産
業
廃
棄
物
処
理
許
可

業
者
に
委
託
し
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
お
よ
び
廃
棄
物
の
減
量
に
努
め

る
こ
と
な
ど
の
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
所
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
と
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

場
所

　

豊
岡
市
竹
野
町
坊
岡
９
４
３

受
入
時
間

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

※ 

祝
日
・
年
末
年
始
は
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん

処
理
手
数
料

　

10
㎏
ま
で
ご
と
に
１
０
０
円

▲クリーンパーク北但
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
運
動
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
屋
内
で
で

き
る
簡
単
な
運
動
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
前
に
、
次
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
１
〜
２
月
と
10
〜
11
月
に

行
っ
た
、
介
護
予
防
事
業
参
加
者
１
１
９
人

を
対
象
に
し
た
屋
内
で
の
運
動
量
を
比
較
し

た
も
の
で
す
。
１
〜
２
月
の
運
動
量
は
秋
に

比
べ
て
約
半
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

雪
が
降
る
と
つ
い
つ
い
外
に
は
出
ず
、
こ

た
つ
で
丸
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
も
の
。

　

そ
ん
な
と
き
は
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
２

つ
の
運
動
で
体
を
動
か
し
、
元
気
に
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

屋
内
で
で
き
る
介
護
予
防
運
動
①

屋
内
で
で
き
る
介
護
予
防
運
動
②

屋
内
で
で
き
る
介
護
予
防
！

〜
こ
た
つ
で
丸
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
〜

通通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

【事例】

　遠方に住む息子から「会社でミスをしてし

まった。携帯電話を落としてしまったのでこ

の番号に連絡してほしい」と電話があった。

　折り返し電話をして理由を聞くと「会社の

大事な書類と自分の携帯電話が入ったかばん

を電車に忘れてしまい、失くしてしまった。

取引会社と契約ができなくなり、会社と上司

がその補償金２千万円を立て替えてくれた。

その返済にお金が必要だ」という。

　そこで、私の定期預金を使うように伝えた

ところ「自分は風邪を引いて体調が悪いので、

同僚にお金を受け取りに行ってもらう。用意

しておいてほしい」と言われた。

【ひとことアドバイス】

◆ 年末から但馬内で「オレオレ詐欺」の電話が相

次いでいて、実際に現金をだまし取られる事案

も発生しています。

◆ 最近は振り込みの指示をするだけでなく、現金

を受け取りに行くといった手口もあり注意が必

要です。

◆ 「電話番号が変わった」「風邪を引いて声がい

つもと違う」「急いでお金が必要」などと言わ

れても、元の携帯電話の番号に掛けて、本当に

息子からの電話なのか確認しましょう。

● このような電話があっても信用せずに、役場消

費生活相談窓口に情報提供してください。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!
但馬内でも多発しています！

～息子を語る「オレオレ詐欺」～

▲運動量調査結果（平均値）

【足の筋力アップ運動】
膝を曲げた状態で座ります。片方の

ももをおなかにつけるように曲げ、

しっかり膝を伸ばします。このとき、

ももの付け根に力が入るように意識

し、10 ～ 20 回繰り返しましょう。

【背中を伸ばす運動】
背中を伸ばすことで、腹筋や背筋の

筋力強化につながります。肩甲骨を

意識して、引き寄せ・離す運動を 10

～ 20 回繰り返しましょう。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

海
釣
り
の
竿
輝
か
す
秋
の
鯵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

葦
戦
ぐ
定
点
カ
メ
ラ
は
巣
塔
向
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

植
え
逝
き
し
父
の
山
茶
花
散
り
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

秋
霖
や
尾
灯
曳
き
ゆ
く
救
急
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

皇
帝
ダ
リ
ア
仰
げ
ば
白
き
昼
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

新
藁
の
匂
ふ
牛
舎
や
ほ
の
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

逝
く
秋
や
夫
の
形
見
の
碁
盤
拭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

渡
し
舟
の
近
づ
く
波
や
よ
し
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

河
口
よ
り
ふ
く
れ
る
潮
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

賜
わ
り
し
村
一
番
の
今
年
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

秋
晴
の
村
に
唐
箕
を
ま
わ
す
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

雲
海
に
も
勝
る
「
来
日
」
の
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

蟹
漁
の
始
ま
る
港
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

鳥
た
ち
の
楽
園
葦
の
穂
の
湿
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
12月句会から12 月句会から

事業名 事業内容など

矢田川レインボー解

体及び漂流・漂着ご

み処理施設整備事業

平成 28年 3月に廃止となるごみ処理施設
矢田川レインボーを解体撤去し、その跡
地に海岸などに漂流・漂着したごみ処理
施設を整備することで、地域の環境対策
と美化推進を図る。

町道余部御崎線災害

防除工事

余部御崎線に災害防除工事を施すことに
より、生活道路であるこの路線の安全を
図る。

町道三田矢田線災害

防除工事

三田矢田線に災害防除工事を施すことに
より、観光道路であるこの路線の安全と
産業振興を図る。

訓谷取水施設整備事

業

訓谷給水区は浅層地下水を水源とし、塩
素消毒のみで供給している。近年、水源
の濁りに伴う取水停止から断水につなが
る状況にあり、また水質検査結果からク
リプトスポリジウムなどの感染対策が必
要な状況となっている。このため、安全・
安心な水の供給を行うため新水源を整備
する。

　

町
で
は
、
公
共
事
業
の
選
択
や
実
施
に
当

た
り
、
投
資
効
率
や
実
施
過
程
の
透
明
性
を

高
め
る
た
め
、
そ
の
必
要
性
や
効
果
に
つ
い

て
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た
審
査
会
で
、
平
成

28
年
度
以
降
に
実
施
予
定
の
事
業
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
下
記
の
事
業
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
共
事
業
の
審
査
は
香
美
町
公
共

事
業
評
価
審
査
会
（
内
部
審
査
会
）
と
香
美

町
総
合
計
画
審
議
会（
外
部
審
査
会
）で
行
っ

て
い
ま
す
。

公共事業評価の
審査結果について！
●問い合わせ先　役場企画課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 12 月 18 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

記
後

編
集

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
多
く
の
皆
さ
ま

に
取
材
の
協
力
な
ど
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
頑
張
っ
て
取
材
し

て
い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/20）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/20）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

昨
年
12
月
４
日
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
（
町
・
香
美
町

自
立
支
援
協
議
会
主
催
）
が
香
住
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
講
演
会
で
、
今
年
は
「
上
手
な
お
酒
と
の
付
き

合
い
方
」
と
題
し
て
明
和
会
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
渡
辺
病
院
（
鳥
取

市
）
の
山
下
陽
三
診
療
部
長
が
講
演
を
行
い
、
町
内
を
中
心
に
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
平
成
24
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
適
正
飲

酒
量
を
超
え
て
飲
酒
し
て
い
る
男
性
が
22
・
６
％
（
国
16
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
て
、町
ぐ
る
み
総
合
健
診
の
肝
臓
の
異
常
率
は
14
・
５
％

（
県
11
・
１
％
）
と
、
国
や
県
の
平
均
値
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
飲
酒
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
知
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

と
上
手
に
付
き
合
う
方
法
を
考
え
る
機
会
と
し
て
今
回
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

山
下
医
師
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題
は
、
体
や
心
の
病
気
の

ほ
か
、
家
族
関
係
や
対
人
関
係
の
破
綻
、
ま
た
飲
酒
運
転
な
ど
の
犯

罪
行
為
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
悪
影
響
を
語

り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
を
克
服
し
た
男
性
も
訪
れ
て

い
て
「
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も

簡
単
に
や
め
ら
れ
な
い
の
が
お

酒
。
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

町
は
昨
年
11
月
30
日
に
「
５
日
で
５
０
０
０
枚
の
約
束
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
畳
の
提

供
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
平
成
25
年
に
東
日
本
大
震
災
で
得
た
教
訓
を

基
に
県
内
の
畳
店
が
中
心
に
な
っ
て
発
足
。
災
害
時
に
被
災
地
の

避
難
所
な
ど
に
新
し
い
畳
を
提
供
し
、
避
難
生
活
を
少
し
で
も
改

善
し
て
被
災
者
の
心
身
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
11
月
15
日
現
在
、
42
都
道
府
県
２
７
２
店
が

参
加
し
て
い
て
、
但
馬
内
で
は
８
店
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
の
協
定
締
結
は
全
国
で
41
例
目
、
但
馬
で
は
２
例
目
。
今

回
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
町
内
業
者
が
町
に
話
を
持

ち
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
浜
上
町
長
は
「
災
害
時
に
は
避
難
所
や
仮
設
住
宅
の

建
設
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
生
命
、
財
産
、
安
全
を
担
保
す

る
の
に
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
の
植
村
副
委
員
長
は
「
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
災

害
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
避
難
生

活
で
少
し
で
も
安
ら
い
で

も
ら
え
る
た
め
に
畳
が
供

給
で
き
る
の
は
職
人
冥
利

に
尽
き
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

▲アルコールの悪影響について語る山下医師

▲ 協定締結後にがっちりと握手を交わす実行委員会の皆さんと浜上町長

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
！

い
ざ
と
い
う
時
に
は
畳
を
届
け
ま
す
！

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
（
12
月
４
日
、
香
住
文
化
会
館
）

「
災
害
時
に
お
け
る
畳
の
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
（
11
月
30
日
、役
場
本
庁
舎
）
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慎
重
に
！
で
も
大
胆
に
！

自
然
薯
ま
つ
り
（
12
月
６
日
、
道
の
駅
「
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」）

　

昨
年
12
月
６
日
、道
の
駅「
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン
」で
村
岡
産
の
自
然
薯
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と「
自

然
薯
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
て
、
地
元
産
の

自
然
薯
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も

ら
っ
て
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
村
岡
産
の
立
派
な
自
然

薯
が
普
段
よ
り
も
安
く
販
売
さ
れ
て
い
て
、
多
く

の
来
場
者
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
第
８
回
全
国
自
然
薯
す

り
お
ろ
し
競
争
」
で
は
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
10

人
が
25
㎝
２
５
０
ｇ
の
自
然
薯
を
い
か
に
早
く
す

▲ 折れないように慎重にすり始める参加者

り
お
ろ
す
か
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
途
中
で
折
れ
る
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ

で
30
秒
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
。
参
加
者
は
細
い

部
分
は
慎
重
に
、
太
く
な
る
に
つ
れ
大
胆
に
す

り
お
ろ
す
な
ど
の
作
戦
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
参
加
し
た
大
上
淳じ

ゅ
ん
す
け輔
さ
ん
、
聖さ

と

み美
さ

ん
（
宍
粟
市
）
は
「
自
然
薯
が
大
好
き
な
の
で

張
り
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
折
れ
な
い
よ
う

に
す
る
の
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
」
と
楽

し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
服
差
し
上
げ
ま
す
！

香
住
高
校
茶
道
部
に
よ
る
園
児
と
の
お
茶
会
交
流
（
12
月
８
日
、
町
立
柴
山
保
育
所
）

　

昨
年
12
月
８
日
、
香
住
高
校
茶
道
部
（
誉

田
玲れ

い

な菜
部
長
）
の
生
徒
が
柴
山
保
育
所
を
訪

れ
、
園
児
た
ち
と
お
茶
会
を
通
じ
て
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
で
は
、
保
育
の
一
環
と
し
て
茶

道
を
取
り
入
れ
た
伝
統
的
な
作
法
を
学
ん
で

い
て
、
同
校
茶
道
部
と
は
年
２
回
交
流
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
１
、
２
年
生
の
茶
道
部
員
14
人

が
４
、
５
歳
の
園
児
11
人
に
お
点
前
を
披
露
。

誉
田
部
長
の
「
一
服
差
し
上
げ
ま
す
」
の
一

言
か
ら
始
ま
り
、
お
茶
を
た
て
、
生
徒
の
手

作
り
の
お
菓
子
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
正
座

を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
し
た
表
情

で
茶
わ
ん
を
持
ち
抹
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

お
茶
を
い
た
だ
い
た
藤
村
花
さ
ん
（
香
住
区

沖
浦
）
は
「
お
茶
も
お
菓
子
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
飲
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

誉
田
部
長
は
「
き
ち
ん
と
正
座
し
て
お
点
前

を
見
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
行
儀
良
く
、
私
た
ち
も
気
持
ち
よ

く
お
茶
を
振
る
舞
え
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
で
は
、
３
月
に
園
児
た
ち
が
生
徒

に
対
し
て
煎
茶
を
振
る
舞
う
予
定
で
す
。

▲ 礼儀正しくお茶を飲む子どもたち

　

香
住
の
水
産
物
の
販
売
促
進
を
目
指
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る「
大
漁
か
に
ま
つ
り
」（
但
馬
漁
業
協
同
組
合
主
催
）

が
昨
年
12
月
５
日
、
同
組
合
の
直
販
店
・
遊
魚
館
近
く
の

上
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
６
回
目
を
迎
え
る
同
ま
つ
り
で
は
、
松
葉
ガ
ニ

や
香
住
ガ
ニ
が
通
常
の
価
格
よ
り
も
３
〜
４
割
引
き
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
や
焼
き
ガ
ニ
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
る
な
ど
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
物
コ
ー
ナ
ー
の
セ
コ
ガ
ニ
の
つ
か
み
取
り
に
は
、
順

番
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
。
参
加
者
は
氷
水
の
入
っ
た
冷
た

い
水
槽
か
ら
１
匹
で
も
多
く
つ
か
も
う
と
必
死
に
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
10
匹
以
上
も
つ
か
み
上
げ
る
人

も
い
て
、
周
り
か
ら
は
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
て
い
た
西
畑
仁ま

さ
ひ
と人
さ
ん
（
大
阪
府
藤
井
寺

市
）
は
「
水
が
冷
た
く
て
何
を
つ
か
ん
で
い
る
の
か
分
か

ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
く

て
昨
日
か
ら
来
て

い
ま
す
。
今
夜
は

つ
か
ん
だ
カ
ニ
を

食
べ
ま
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲ 手いっぱいにセコガニをつかむ挑戦者

い
っ
ぱ
い
つ
か
む
ぞ
！

大
漁
か
に
場
ま
つ
り
（
12
月
5
日
、但
馬
漁
業
協
同
組
合
「
遊
漁
館
」）
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669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
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1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
130

号
）
平
成
28
年
1
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

29）

13）

16）

6）

（平成 27 年 12 月 1 日現在）

19,119 人（－

9,154 人（ー

9,965 人（－

6,713 世帯（－

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
2
回

佐
津
小
学
校

学校の略歴

明治 6年 訓谷学校 仮校舎を光永寺に開設

明治 12 年 協純尋常小学校を建設し開校式を挙行

明治 37 年 訓谷尋常高等小学校と改称

昭和 3年 講堂、校舎の改築・落成

昭和 10 年 校歌制定

昭和 30 年 佐津小学校と改称

昭和 40 年 安木小学校と統合

昭和 51 年 佐津幼小改築委員会が創立百周年記念にグランドピアノを寄贈

昭和 59 年 校訓制定

平成 15 年 佐津小耐震補強大規模改造工事完成

平成 22 年 但馬食育研究大会発表

　

先
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
み
ん
な
の

が
っ
こ
う
」。
今
回
は
佐
津
小
学
校
を

紹
介
し
ま
す
。

　

佐
津
小
学
校
（
福
井
哲
也
校
長
、
41

人
）
は
「
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
・
お

お
ら
か
に
」
を
校
訓
と
し
「
自
ら
を

高
め
よ
う
と
す
る
佐
津
っ
子
の
育
成
」  

〜
特
性
・
よ
さ
を
伸
ば
し
、
課
題
・
苦

手
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
指
導
を
基
盤
と

し
て
〜 

を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
で
は
、
平
成
13
年
か

ら
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
米
地
み
そ
作

り
を
３
、
４
年
生
が
行
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
米
地
集
落
営
農
組
合
の
協
力
で

大
豆
作
り
を
行
い
、
米
地
協
業
組
合
の

協
力
で
み
そ
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
豆
腐
作
り
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
グ
ル
ー
プ
」
を
作
っ
て
縦
割
り
班

に
よ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
掃
除

を
し
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
、
一
緒

に
遊
ん
だ
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
人
間
関
係
を
深
め
ま
す
。
昨
年
の

遠
足
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
６
年
生

が
先
頭
に
立
ち
、
地
図
を
片
手
に
竹
野

の
ま
ち
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

福
井
校
長
は
「
み
ん
な
非
常
に
純
粋

で
何
事
に
対
し
て
も
一
生
懸
命
で
す
。

６
年
生
に
な
る
と
当
然
の
よ
う
に
下
級

生
の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
は
脈
々
と
流
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い

る
伝
統
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
柴
山
小
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲みんなで豆腐作り体験

▲遠足もファミリーグループで行動します


